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ごあいさつ

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

健
や
か
に
よ
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
は
、
町
の
最
上
位
計
画
と
な
る
第
７
次

棚
倉
町
振
興
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
例

年
以
上
に
町
の
行
政
課
題
や
町
民
の
皆
様
の
声

を
お
聞
き
す
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

棚
倉
町
長

宮
川

政
夫

本
年
は
、
そ
の
第
７
次
棚
倉
町
振
興
計
画

に
掲
げ
る
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

強
化
」
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
「
産

業
振
興
・
教
育
・
幸
福
人
口
を
重
点
と
し
た
町

の
魅
力
向
上
」
の
３
つ
の
原
則
を
基
本
に
、
本

町
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
々
の
共
通
目
標
と

な
る
【
人
と
緑
と
歴
史
が
結
び
合
う
幸
住
空
間

躍
動
た
な
ぐ
ら
】
を
将
来
像
と
し
て
施
策
を

ス
タ
ー
ト
す
る
年
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
は
棚
倉
城
が
築
城
さ
れ

４
０
０
年
の
節
目
と
な
る
年
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
棚
倉
町
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
に
掲
げ
る
各
種
事
業
を
実
施
し

な
が
ら
、
歴
史
・
観
光
資
源
等
を
磨
き
上
げ
、

町
の
魅
力
を
発
信
す
る
事
業
を
展
開
し
、
更
な

る
観
光
誘
客
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
飲
食
業
、

宿
泊
業
、
運
輸
業
な
ど
幅
広
い
産
業
を

つ
な
ぐ
観
光
行
政
を
し
っ
か
り
と
推
進
す
る
と

と
も
に
、
農
林
業
、
商
業
を
含
め
、
担
い
手
の

確
保
や
起
業
・
創
業
、
育
成
な
ど
幅
広
く
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
１

月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
が
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各

地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

い
つ
こ
れ
ら
の
有
事
が
発
生
す
る
か
予
測
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災
・
減
災

体
制
の
整
備
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

脱
炭
素
社
会
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

自
然
災
害
発
生
の
要
因
と
も
な
る
地
球
温
暖
化

へ
の
対
応
、
自
然
環
境
の
保
全
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

健
康
・
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
各
施
策
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
域
の
医
療
・
福
祉
体
制
の
充
実
な
ど
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
横

断
的
か
つ
総
合
的
に
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

子
育
て
・
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
子

を
も
ち
た
い
」
「
産
み
育
て
や
す
い
」

「
子
育
て
が
楽
し
い
」
と
思
え
る
ま
ち
を
目
指

し
、
こ
れ
ま
で
の
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
・
就
学
に
お
け
る
支
援
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す

る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
柱
と
す
る
少

子
化
に
対
応
し
た
教
育
内
容
の
充
実
や
総
合
的

な
学
校
教
育
環
境
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

2025　新年の

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
７
年
の
輝
か
し
い
年
を
迎
え
、
棚
倉
町
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
町
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
、

議
会
活
動
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
昨
年
10
月
に
石
破
内
閣
が
発
足
し
、
総
理
大
臣
所
信
表
明
演

説
の
中
で
「
地
方
を
守
る
」
と
し
て
、
地
方
創
生
の
原
点
に
立
ち
返
り
「
地
域
づ
く
り
は

人
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
国
・
地
方
・
国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
地
方
創
生
に
永
続
的
に
取
り

組
む
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

国
内
情
勢
は
、
令
和
４
年
以
来
、
世
界
的
な
情
勢
の
影
響
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧

価
格
の
高
騰
、
物
価
高
が
続
い
て
お
り
、
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
国
が
実
施
す
る

物
価
高
騰
対
策
を
速
や
か
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
少
子
高
齢
化
対
策
、

人
口
流
出
抑
制
対
策
、
経
済
対
策
な
ど
時
期
を
逸
す
こ
と
な
く
一
つ
一
つ
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
、
議
会
の
責
務
で
あ
り
社
会
的
使
命
と
考
え
、
鋭
意
、
議
会
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
年
も
、
町
当
局
と
と
も
に
第
７
次
棚
倉
町
振
興
計
画
に
掲
げ
る
施
策
実
現
に
向
け
、

棚
倉
町
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
豊
か
で
明
る
く
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
一
年
が
最
良
の
年
に
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

修
道
館
大
楽
の
内
容
の
充
実
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
へ
の
支
援
、
棚
倉
城
跡
石
垣
復
旧
工
事
を
は
じ
め
、

文
化
財
の
保
存
活
用
、
そ
し
て
町
文
化
セ
ン
タ
ー
は
改

修
工
事
が
終
了
し
１
月
15
日
よ
り
開
館
し
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
文
化
芸
術
活
動
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

巳
年
は
、
こ
れ
ま
で
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
実
を

結
び
は
じ
め
る
年
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
蛇
は
脱
皮
を
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
挑
戦
や
変

化
に
前
向
き
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
は
、
第
７
次
棚
倉
町
振
興
計
画
を
実
行

し
て
い
く
初
年
度
と
し
て
、
新
た
な
挑
戦
と
な

る
棚
倉
町
に
相
応
し
い
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
重

責
を
受
け
、
よ
り
一
層
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多

き
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ྩ࿨̓೥のҰจࣈ

ҰจࣈにࠐΊられたࢥい
ɺݱɺ࣮ߦ࣮
੣࣮ɺ࣮り͋る೥

棚
倉
町
議
会
議
長

佐
藤

喜
一
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▲ͨͳ͙Β·ͪͮ͘ΓτʔΫΧϑΣͷΑ͏͢ ඼ʢҰ෦ʣ࡞ಐֆըలͷࣇ▲

〇町民・中学生アンケートの実施
　18歳Ҏ上の3000໊にアンέートをґཔし、回౴をいただきました。中
学生についてはશ生ెに回౴をいただきました。

〇たなぐらまちづくりトークカフェの開催
、分野、子ҭてੈ୅など分野ごとにグループを分けࢱ業分野やҩྍ・福࢈　
棚倉町の໨ࢦすべきまͪͮくりについて、話し合いを行いました。

〇児童絵画展の実施
　町内小学生を対৅に「ॅんでみたい、ক来の棚倉町」をテーマに528఺
のԠ募がありました。

〇パブリックコメントの実施
　ৼܭڵըの案について広く意ݟをいただきました。

策 定 ま で の 取 り 組 み

振興計画とは？
　町が取り組Ή生活環ڥ、保健・福࢈、ࢱ業、ڭҭ、生֔学習などあらΏる分野
を૯合తに取りまとめたશ体ܭըのことで、町のܭըの中の࠷上Ґにあたる大੾
なܭըです。

第７次棚倉町振興計画策定までの歩み
　第６࣍棚倉町ৼܭڵըが今年౓末にऴ期となるため、৽しいৼܭڵըのࡦ定に
向けて、さま͟まな取り組みを約１年൒前から進めてきました。
び中学生アンέートをは͡め、多くの町民の方に参ըをٴ定までには、町民ࡦ　
いただきながら、第７࣍棚倉町ৼܭڵը（案）を作成しました。ࡢ年11月1�日
にはৼܭڵը৹ٞ会の౴ਃを受け、さらに、同年12月11日に棚倉町ٞ会定ྫ会
12月会ٞにおいてج本構૝がٞ決されました。

第７次棚倉町振興計画を策定しました

広報広報
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第７次棚倉町振興計画の概要

〇まちづくりの基本原則

〇将来像

〇計画の体系

❶『人と人とのつながり』の強化
　人と人とのつながり、町民・町民団体・民間企業等と行政とのつながりを強め、多くの人々
が、知恵と力を合わせ、支え合い、協働するまちづくりを進めます。

❷『安全・安心』なまちづくり
　町民一人ひとりの命と暮らしを大切にし、自然災害への備えの充実をはじめ、あらゆる分野
で安全・安心の視点を重視したまちづくりを進めます。

❸『産業振興・教育・幸福人口』を重点とした町の魅力の向上
　本町ならではの地域資源やこれまでの取り組みを生かし、『産業振興・教育・幸福人口』を
重点に、町の魅力や町への愛着・誇りを高めるまちづくりを進めます。

人と緑と歴史が結び合う幸
こう

住
じゅう

空間　躍動　たなぐら
　人と自然（緑）、歴史文化資源（歴史）が融合する（結び合う）本町ならではの心地よい環境
の中で、町民一人ひとりが幸せを実感しながらいきいきと暮らし、訪れる人も幸せになるまち
（幸住空間）をつくり、未来へ向けて躍動していくことを目指します。

基本目標 施策項目

1
に͗わいと

活力あ;れるまͪ
ʲ࢈業分野ʳ

1�1　観光
1�2　೶業
1�3　林業・৿林保શ
1�4　商工業・ا業༠க
ࡦ対ڥ用環ޏ　1�5

2
ともに生き

ともにつくるまͪ
ʲ協働・行ࡒ政分野ʳ

2�1　町民参ը・協働
2�2　地域ίϛϡχティ
ྲྀަࡍࠃ・内ࠃ　2�3
2�4　多༷性社会
2�5　行ࡒ政ӡӦ

3
҆શ・҆৺で

環ڥにやさしいまͪ
ʲ生活環ڥ分野ʳ

3�1　消防・防災
3�2　ަ通҆શ・防൜・消අ者対ࡦ
3�3　環ڥ保શ
3�4　ごみॲ理
3�5　上・Լਫ道

基本目標 施策項目

4
健やかで幸せに
฻らせるまͪ

ʲ保健・ҩ ・ྍ福ࢱ分野ʳ

4�1　保健・ҩྍ
4�2　高ྸ者支援
4�3　োがい者支援
4�4　地域福ࢱ

5
明日を୓く人と
จ化をҭΉまͪ

ʲ子ҭて・ڭҭ・จ化分野ʳ

5�1　子ҭて支援
5�2　学校ڭҭ
5�3　生֔学習
5�4　จ化ܳज़・จ化ࡒ
5�5　スϙーπ

6
ະ来へのج൫が
੔ったまͪ

ʲ౎جࢢ൫分野ʳ

6�1　౔地ར用
6�2　道࿏
6�3　ެ園
6�4　ॅ宅、Ҡॅ・定ॅ
6�5　生活ަ通
6�6　σδタル化

　ྩ和７年౓からྩ和16年౓までの10年間をܭը期間とする第７࣍棚倉町ৼܭڵը
では、まͪͮくりのج本ݪଇやক来૾を定めました。

　ক来૾の実現に向けて、ܭըの体ܥやج本໨ඪごとの方਑にͮجき֤छ施ࡦを進
めていきます。
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ご と の 方 針
４

５

６

健やかで幸せに暮らせるまち【保健・医療・福祉分野】

明日を拓く人と文化を育むまち【子育て・教育・文化分野】

未来への基盤が整ったまち【都市基盤分野】

　子どもが一人でも多く生まれ、健やかに育つよう、出会いや結婚などに関す
る支援を行うとともに、子育て支援に関する拠点施設を設置し、妊娠・出産・
子育てに至る切れ目のない支援を一層推進します。
　また、子どもたちが生きる力を身につけ、明日を拓く人材として成長してい
くことができるよう、キャリア教育を柱とした教育内容の充実、学校の適正な
配置をはじめ、学校教育環境の充実を図ります。
　さらに、町民が生涯にわたって学び、その成果を生かすことができる学習環
境の整備、町民主体の文化活動の促進、有形・無形の貴重な文化財の保存・活
用、スポーツの日常化に向けた取り組みを進めます。

　町全体の持続的発展に向け、自然環境・農業環境と都市環境との調和に配慮
した計画的な土地利用を推進するとともに、町民の利便性の向上、町全体の発
展可能性の拡大に向け、高規格道路や国・県道の整備要請、町道の整備を進め
ます。
　また、子どもから大人までが遊ぶことができる公園の整備を検討していくほ
か、安全で快適な住宅・住環境の確保に向けた取り組みや、これらの住宅施策
と連動した、空き家バンクや移住相談の充実、経済的支援の推進など、移住・
定住を直接的に支援する施策を推進します。
　さらに、鉄道・バスの維持、タクシー・バス利用料金の助成など生活交通の
確保に向けた取り組みを進めるほか、町民サービスの向上と地域活性化を目指
し、行政や地域におけるデジタル化を進めます。

　町民一人ひとりが健康寿命を伸ばし、健やかで幸せに暮らすことができるよ
う、町民主体の健康づくり活動の促進を基本に、生活習慣病の発症と重症化予
防等に向けたきめ細かな保健サービスを提供するとともに、広域的な連携等に
より、救急医療体制の維持や医師の確保に向けた取り組みを進め、地域医療体
制の充実に努めます。
　また、高齢者や障がい者が住み慣れた地域で自分らしくいきいきと暮らすこ
とができるよう、介護・福祉サービスの充実や社会参加・生きがいづくりの促
進、誰もが自分のこととして支え合い助け合う地域福祉の仕組みづくりを進め
ます。

広報広報
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基 本 目 標
１

２

３

にぎわいと活力あふれるまち【産業分野】

ともに生きともにつくるまち【協働・行財政分野】

安全・安心で環境にやさしいまち【生活環境分野】

　観光客や棚倉ファンの増加、観光やファンから移住への展開を見据え、「棚
倉町歴史的風致維持向上計画」（歴まち計画）などに基づく観光関連施設等の
整備や全国に向けた町内地域資源のプロモーション活動を重点的に進めます。
　また、本町の主要産業の一つである農業の維持と新たな展開に向け、担い手
の育成をはじめ、多面的な農業振興施策を進めるとともに、森林の適正管理・
環境整備を促進します。
　さらに、商工業の振興に向け、歴まち計画等と連動した商店街の環境整備、
商工業事業所の経営の継続・安定化の支援、起業・創業の支援、これまでの形
にこだわらない多様な企業誘致に努めるほか、これらの産業振興施策と連動し、
雇用に対する支援を進めます。

　多様な主体の力を結集したまちづくりに向け、町民や町民団体、民間企業、
高等教育機関等の積極的な参画・協働を促進していくとともに、支え合い助け
合う地域づくり、地域住民自らによる地域課題の解決に向け、行政区の自主的
な活動の活発化を促進します。
　また、地域活性化や人材の育成を目指し、埼玉県川越市をはじめとする国内
外の地域等との交流を推進するとともに、さまざまな価値観を共有する多様性
社会を実現するための取り組みを進めます。
　さらに、行財政運営の一層の効率化を進めるため、行財政全般について常に
点検・評価し、さらなる改革を進めます。

　災害や犯罪、事故のない安全・安心なまちづくりを進めるため、全国的に相
次ぐ大規模災害から得た教訓を踏まえ、消防・救急体制、防災・減災体制の一
層の強化を図るほか、高齢者の増加など近年の環境変化を踏まえた交通安全・
防犯・消費者対策を進めます。
　また、地球温暖化の深刻化に対応した脱炭素社会の実現、誰もが住みたくな
る美しく快適な生活空間の創造に向け、総合的な環境・エネルギー対策やごみ
の減量化・資源化を進めるほか、安全でおいしい水の安定供給、下水道施設の
適正管理と合併処理浄化槽の普及促進を図ります。

広報広報
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˙͓໰͍߹Θͤɾ͓ਃ͠ࠐΈ
ɹอ݈෱ࢱηϯλʔ
ɹὸ��ʵ����ɹ'"9��ʵ����
ʢ݈߁෱ࢱ՝ɹ݈ͮ͘߁Γ܎ɾ܎ऀྸߴʣ ˛୨૔ொεϚʔτਃ੥

γεςϜ͸͜ちΒ͔Β

ਫ਼ਆՊҩʹΑΔ͜͜Ζͷ݈߁૬ஊձ׬શ༧໿੍
ൿ ີ ݫ क

　೰みやෆ҆がある時は、୭かに話す（૬ஊする）ことで、考えの੔理ができ、৺がܰくなると言わ
れています。１人で、ごՈ଒だけで๊えࠐまずに૬ஊしてみませんかʁ

�日ɹɹ時　２月20日 （秘ີݫकにつき、時間はਃࠐ時にご案内します。）
�　　　　　˞૬ஊ時間の໨҆は、１組につき45分間となります。
�৔ɹɹॴ　保健福ࢱηンター
�ରɹɹ৅　町民の方で、৺の健康についてෆ҆や೰みのある方（ਫ਼ਆՊ・৺ྍ内Պに通Ӄされていな
�　　　　　い方）およびそのごՈ଒
�ਃํࠐ๏　保健福ࢱηンター૭ޱまたはి話にておਃしࠐみください。
�ਃ２　ݶظࠐ月10日 
�お໰い߹Θͤ　健康福ࢱ課　健康ͮくり܎

༌݂がඞཁなױ者さんをٹうため、ご協力をお願いします。

�日ɹ時　１月2�日 　ޕ前10時～正ޕ
�৔ɹॴ　役場南側駐車場
�৚ɹ݅　16歳～6４歳の方
�　　　　（60歳～64歳の間にܦ݂ݙ験があれ͹、6�歳までՄೳ）

　冬はפく、日র時間が୹くなりؾ分も௜みがͪですが、΢Υーキングで日中のཅࣹしにあたると
໔Ӹ力を高めるޮՌがあります。פいقઅでも΢Υーキングで健康な体と৺を保ͪましょう。

ᶃ防פରࡦ
　手ାやωοク΢Υーマーなど෩が入
らないようにしっかり保Թしましょう。
ᶄ҆શなίʔεબͼ
　ౚ結や日ӄの道は
స౗に注意しましょ
う。また、人けのな
い҉い場所でのͻと
りาきは避けましょ
う。

ਖ਼しい΢ΥʔΩϯάํ๏ ౙの΢ΥʔΩϯάの஫ҙ

όε͕୨૔ொ໾৔ʹ΍͖ͬͯ·͢ɻ݂ݙ

ౙͷ΢ΥʔΩϯάΛָ͠Ήίπ

͔Βͩʹෛ୲Λ͔͚ͳ͍࢟੎Ͱ

視線は前方10ｍ
くらいを見る

呼吸は手足の動きに
合わせリズミカルに

腕はリラックスして
リズミカルに振る

背筋はまっすぐ伸ばす

おなかを引き締める

歩幅は普段より
少し広く

あごを引く

膝を伸ばして

つま先で地面を蹴る

かかとから着地

背筋はまっすぐ伸ばす
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อ݈෱ࢱηϯλʔͩΑΓ

਍Λड͚͍ͯͳ͍ํ΁ݕ਍ࠪɾ͕Μ߁݈ͩ·
്ްੜපӃͰͷಛఆ݈਍ɾ͕Μݕ਍ͷ͓ਃ͠ࠐΈΛड෇தͰ͢ʂ
�߲ɹɹ໨　特定健康਍査、ഏがん、大௎がん、前ཱથがん、子ٶᰍがん、ೕがん
�ਃํࠐ๏　保健福ࢱηンター૭ޱまたはి話（ὸ33��801）にておਃしࠐみください。
�ਃ１　ݶظࠐ月24日 （子ٶᰍがん・ೕがんは１月10日 まで）
˞前ཱથがんݕ਍は特定健਍とηοトでの受਍にݶります。
˞�0歳Ҏ上、ྩ和５年౓ॅ民੫ඇ課੫ੈଳの方、がんݕ਍無ྉクーϙン݊対৅者、生活保護ੈଳの方
は無ྉです。

େ௎がΜݕ਍༰ثʢະ࢖用෼ʣฦ٫のおئい
ॅ民定期健康਍査のࡍに、大௎がんݕ਍の容ثがಧいた方で、受਍さ
れなかった方は、෧を੾らずに保健福ࢱηンターへฦ٫してください。
用で͖まͤΜɻ࢖਍に͸ݕճの࣍が͋るたΊɺݶظ用࢖˞

　ྫ年、インϑルΤンβは12月から３月にྲྀ行する܏向にあります。正しい予防方๏で、「かか
らない」「うつさない」を৺がけましょう。
ࡦછରײຊతなج‖
　・こまめな手ચいと手ࢦの消ಟ　　・定期తなؾ׵　　・マスクのண用
　・ద౓な࣪౓の保࣋（室内の࣪౓を50～60ˋに保つことがޮՌత）　
　・े分な休養とόランスのよい食事で໔Ӹ力を高める
‖ൃ঱ɾॏ঱Խ予防のたΊに
　町では、65歳Ҏ上の方、満１歳～今年౓18歳になる方（高校３
年生૬当）へ、インϑルΤンβ予防઀छඅ用の一部ॿ成を行って
います。
　詳しくは、広報10月号または町ホームϖーδをご確認ください。

　町では、ೕ༮ࣇ健਍と༮ࣃࣇՊクϦχοクで１歳から３歳までのお子さんに対してࣃՊࢦಋを定
期తに行っています。
　町の子どものΉしࣃの༗ප཰はશࠃや県とൺֱしてҎ前はඇৗに高い状ଶにあり、ฏ成2�年౓
の３歳ࣇ健਍では22ˋの子どもがΉしࣃを༗している状گでした。
　近年はΉしࣃ予防への取り組みが進み、
ྩ和３年౓には８ˋまで༗ප཰は௿Լし
ていますが、Ήしࣃ発生のཁҼとなる؁
いお՛子のઁ取や、間食のだらだら食べ
などの習׳は多くの子にݟ受けられ、意
ࣝͮけがٻめられています。おやつの食
べさせ方には注意してあ͛てԼさい。ま
た、૆෕฼が؁いお՛子をたくさん与え
てしまうՈఉも多いです。Ո଒が一ؙと
なって子どものࣃをकる意ࣝを࣋ってい
きましょう。

ΠϯϑϧΤϯβ͕ྲྀ͍ͯ͠ߦ·͢

कΖ͏ɺ͜Ͳ΋ͷ݈߁ͳࣃΉ͠ࣃ༧๷

Ήしࣃの༗ප཰ൺֱ
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全　国

高齢者の
予防接種助成

子どもの
予防接種助成
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機
械
お
よ
び
装
置

農
業
用
機
械
、
産
業
用
機
械
（
旋

盤
、
ボ
ー
ル
盤
）
な
ど

車
両
お
よ
び
運
搬
具

自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
を
除
く
構
内
運
搬
具
、
大
型

特
殊
自
動
車（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
）

な
ど

工
具
・
器
具
お
よ
び
備
品

机
、
い
す
、
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ピ
ー

機
、
医
療
器
具
、
測
定
工
具
な
ど

〇
注
意
点

・
農
業
用
機
械
（
乾
燥
機
な
ど
）
お

よ
び
事
業
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る

太
陽
光
発
電
設
備
も
申
告
の
対
象

で
す
。

・
乗
用
の
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ

ン
、
田
植
機
等
（
最
高
時
速
35
㎞

以
上
の
も
の
を
除
く
）
は
、
軽
自

動
車
税
の
課
税
対
象
で
あ
る
た
め
、

軽
自
動
車
税
の
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

固
定
資
産
係

☎
33
│
２
１
１
８

ス
マ
ホ
か
ら
確
定
申
告
が
で
き
ま
す

ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
申
告
書
作
成
・

送
信
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
告
書
作
成
会
場
開
設
の
お
知
ら
せ

申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
原
則
ご

自
分
の
ス
マ
ホ
か
ら
、
ご
自
分
で
申

告
書
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
必
要
な
も
の

・
ス
マ
ホ

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
登
録
し
た
２
種
類
の
暗
証
番
号
）

○
期
間

２
月
1�
日
㈪
〜
３
月
1�
日
㈪

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
場
所

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

・
会
場
へ
の
入
場
に
は
、
「
入
場
整

理
券
」
が
必
要
で
す
。

・
「
入
場
整
理
券
」
は
会
場
で
の
当

日
配
布
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前

発
行
が
あ
り
ま
す
。

・
配
布
状
況
に
よ
っ
て
は
、
後
日
来

場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
提
出
の
み
の
方
は
、
郵
送
ま
た
は

白
河
税
務
署
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

白
河
税
務
署

☎
０
２
４
８
│
��
│
７
１
１
１（
代
表
）

【
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
】

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

上
下
水
道
課

上
水
道
係

☎
33
│
２
１
１
９

民
生
委
員

〇
開
催
日

１
月
14
日
㈫

〇
時

間

午
前
９
時
〜
正
午

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日

１
月
16
日
㈭

〇
時

間
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〇
場

所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
33
│
２
６
２
３

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
で
棚
倉

町
内
に
お
い
て
償
却
資
産
を
事
業
用

と
し
て
使
用
し
て
い
る
方
、
お
よ
び

使
用
で
き
る
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず

申
告
が
必
要
で
す
。

〇
申
告
期
限

１
月
31
日
㈮

○
申
告
が
必
要
な
償
却
資
産

家
屋
以
外
の
構
築
物

土
地
に
定
着
す
る
設
備
（
門
、
広

告
塔
、
構
内
舗
装
）
な
ど

お
知
ら
せ

ト
ー
ク
の
日

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
１
月
20

日
㈪
で
す
。

行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思

い
・
政
策
に
つ
い
て
、
町
長
と
気
軽

に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

出
張
ト
ー
ク

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聴
き
す
る
た
め
、
行
政
区
、
自

治
会
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
が
主
催
す
る
総
会
や
イ
ベ
ン

ト
に
町
長
が
伺
い
ま
す
。

※
ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、

建
設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い

く
も
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

地
域
創
生
課

企
画
調
整
係

☎
33
│
２
１
１
２

納
期
限
は
１
月
31
日
㈮
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
７
期

〇
介
護
保
険
料
‥
‥
…
…
…
…
４
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
６
期

〇
上
下
水
道
料
金
…
…
１
月
例
月
分

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ

で
も
納
付
で
き
ま
す
。

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

今
月
の
納
税
・
納
入

１
月
の
心
配
ご
と
相
談

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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▲スマホでの申告
はこちらから

地方税お支払いサイト
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自
動
車
運
転
中
は
、
周
囲
へ
の
注

意
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
歩
行
者
や
自
転
車
等
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
危
険
を
予
測
し
な

が
ら
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
暗
い

時
間
帯
に
は
、
ラ
イ
ト
の
向
き
を
こ

ま
め
に
切
り
替
え
て
前
後
左
右
の
安

全
を
確
認
し
、
安
全
に
通
行
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
信
号
機
や
標
識
を
見

落
と
さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。歩

行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
、
明

る
い
服
装
や
反
射
材
用
品
を
身
に
着

け
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
安
全
に
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

��݄の୨૔ொの
ަ௨ނࣄ
ൃੜঢ়گ

発
生
件
数

２
件

死

者

数

0
人

傷

者

数

２
人

物
件
事
故

ùü
件

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
警
察
署

地
域
交
通
課

☎
33
│
０
１
１
０

児
童
手
当
制
度
改
正
に
伴
い
、
申
請

案
内
が
届
い
て
い
る
方
は
、
手
続
き
が

必
要
で
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

期
限
ま
で
に
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
て
の
申
請
は
、

令
和
６
年
10
月
分
に
遡
及
し
て
の
手
当

の
支
給
お
よ
び
多
子
加
算
の
適
用
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
子
ど
も
が
町
外
居
住
な
ど
、

町
が
支
給
対
象
者
を
把
握
で
き
て
い
な

い
場
合
は
申
請
案
内
を
お
送
り
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
支
給
対
象
の
子
ど
も
が
い

る
の
に
案
内
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
申
請
期
限

令
和
７
年
３
月
31
日
㈪

・
右
記
期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
場
合

は
、
令
和
６
年
10
月
分
か
ら
支
給
し

ま
す
。

・
大
学
生
年
代
の
子
を
含
め
て
３
子
以

上
養
育
し
て
い
る
方
は
、
「
監
護
相

当
・
生
計
費
の
負
担
に
つ
い
て
の
確

認
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

健
康
福
祉
課

福
祉
係

☎
33
│
２
１
１
７

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
つ

ば
さ
会（
県
南
支
部
）で
は
、
福
島
県
委

託
事
業
と
し
て
、
精
神
障
が
い
が
あ
る

方
の
ご
家
族
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

減
免
を
受
け
て
い
る
車
両
や
、
障
が

い
の
等
級
な
ど
に
変
更
が
な
い
か
を
確

認
す
る
た
め
、
「
減
免
を
受
け
た
軽
自

動
車
等
の
現
況
報
告
書
」
の
ご
案
内
を

１
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

こ
の
報
告
書
の
提
出
が
な
い
と
、
継

続
し
て
減
免
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課

課
税
徴
収
係

☎
33
│
２
１
１
８

町
で
は
飲
食
店
な
ど
で
生
じ
る
食
品

ロ
ス
を
、
事
業
者
と
行
政
が
協
力
し
て

削
減
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
職
場
や
家
庭
で
も
、
「
食
べ
物
を

残
さ
な
い
、
粗
末
に
し
な
い
、
も
っ
た

い
な
い
」
を
心
が
け
、
町
全
体
の
食
品

ロ
ス
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
課

消
防
環
境
係

☎
33
│
２
１
１
６

ご
家
族
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を
軽
減
で

き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
も
紹
介

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日

時

２
月
15
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

〇
場

所

白
河
市
表
郷
公
民
館
第
１
研
修
室

〇
テ
ー
マ

「
ご
家
族
の
抱
え
る
悩
み
を
、
聴
き
、

話
し
、
お
互
い
に
支
え
合
う
」

〇
対
象
者

精
神
障
が
い
当
事
者
の
ご
家
族
等

〇
参
加
費

無
料

〇
申
込
方
法

１
月
31
日
㈮
ま
で
に
、電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ・

メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

【
県
南
事
務
局
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ッ
ド
ピ
ア
は
な
わ

☎
43
│
２
１
６
０
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
看
護

師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
の
皆

様
に
は
、
医
師
法
等
関
係
法
律
に
よ
り
、

２
年
に
１
度
、
住
所
や
従
事
先
等
を
記

載
し
た
届
出
票
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
は
届
け
出
の

年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方

は
、
令
和
６
年
12
月
31
日
現
在
の
状
況

を
紙
の
届
出
票
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
届
出
期
限

１
月
15
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
４
８
│
22
│
５
４
４
７

医
療
従
事
者
の
皆
様
は
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
手
当
制
度
改
正
に
伴
う
手
続
き

が
ま
だ
の
方
は
お
早
め
に
！

障
が
い
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
方
へ

精
神
障
が
い
が
あ
る
方
の
ご
家
族
の

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

倉
美
館
情
報

·
ͪ
の
࿩
୊

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

上
下
水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

残さず食べて、食品ロス削減

「もったいない」を心がけ、
取り組みにご協力ください。

会食等では、はじめ
の20分、お開き前の
10分は席で食事を楽
しみ、食べ残し０を
目指しましょう！

20・10・0 運動
にーまる いちまる ぜろ

▲オンライン届出は
こちらから

広報広報

10７．１．１11



ΠϯϑΥϝʔγϣϯ

重
毛
布
・
丹
前
・
羽
毛
布
団
・
羊
毛

布
団
・
か
い
巻
き
・
肌
掛
け

※
た
だ
し
、
羽
毛
布
団
・
羊
毛
布
団
は
、

そ
の
他
の
も
の
１
点
と
併
せ
て
２
点

ま
で
と
な
り
ま
す
。

〔
例
〕

・
掛
け
布
団
、
敷
き
布
団
、
二
重
毛
布

の
３
点

・
羽
毛
（
羊
毛
）
布
団
、
二
重
毛
布
の

２
点

〇
実
施
日

預
か
り
…
２
月
12
日
㈬

　
　
　
　
　
配

達
…
２
月
1�
日
㈬

〇
自
己
負
担

経
費
の
３
割

〇
申
込
期
限

１
月
30
日
㈭

〇
申
込
方
法

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
ま
た
は
民
生
委
員
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
替
え
の
布
団
が
無
い
方
に

つ
い
て
は
、
無
料
で
布
団
を
貸
し
出

し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

健
康
福
祉
課

高
齢
者
係

☎
33
│
７
８
０
１

障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
の
方

の
う
ち
、
所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
定

め
る
身
体
障
害
者
に
準
じ
て
い
る
方
に

町
の
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。
認
定
証

を
確
定
申
告
の
際
に
提
出
す
る
こ
と
で
、

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。該

当
さ
れ
る
方
に
は
、
１
月
下
旬
に

認
定
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

高
齢
者
係

☎
33
│
７
８
０
１

布
団
や
毛
布
な
ど
、
寝
具
類
の
衛
生

を
保
つ
た
め
に
、
洗
濯
お
よ
び
乾
燥
消

毒
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

〇
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
ま
た
は
、

65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
で
、
寝
具
類

の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方

②
身
体
障
が
い
者
等
で
、
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難
な
方
。
た
だ
し
、
家

族
に
よ
り
衛
生
管
理
が
行
わ
れ
て
い

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〇
対
象
寝
具
類

一
人
に
つ
き
、
次
の
寝
具
類
を
３

点
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

掛
け
布
団
・
敷
き
布
団
・
毛
布
・
二

建
設
工
事
、
測
量
・
設
計
・
調
査
委

託
、
製
造
お
よ
び
物
品
購
入
等
の
令
和

７
・
８
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

〇
受
付
期
間

２
月
１
日
㈯
〜
２
月
28
日
㈮

〇
様
式棚

倉
町
、
国
土
交
通
省
、
福
島
県

の
い
ず
れ
か
の
様
式

〇
提
出
方
法

郵
送
ま
た
は
持
参（
可
能
な
限
り

郵
送
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。）

〇
留
意
事
項

・
郵
送
で
の
提
出

２
月
28
日
㈮
ま
で
に
必
着
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

・
持
参
で
の
提
出

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
で
す
。
（
土
日
祝
日
を
除

く
）

〇
そ
の
他

申
請
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

総
務
課

財
政
係

☎
33
│
２
１
１
１

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
、
令
和
６
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く

じ
助
成
）
を
受
け
、
第
５
区
自
治

会
が
祭
り
用
備
品
（
太
鼓
、
音
響

設
備
等
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課

行
政
管
理
係

☎
33
│
２
１
１
１

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

要
介
護
認
定
者
の
所
得
税
障
害
者

控
除
に
つ
い
て

令
和
７・８
年
度
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
受
付
し
ま
す▲ホームページは

こちらから

広報広報
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福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト

構
想
へ
の
参
画
促
進
、
福
島
国
際
研
究

教
育
機
構
（
Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
へ
の
理
解

醸
成
と
Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
の
広
域
的
な
連

携
を
促
進
す
る
た
め
、
市
町
村
、
住

民
、
企
業
・
団
体
等
が
集
い
、
と
も
に

「
ふ
く
し
ま
の
未
来
」
を
共
有
で
き
る

「
イ
ノ
ベ
構
想
参
画
促
進
セ
ミ
ナ
ー
・

Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
市
町
村
座
談
会
（
県
南
地

域
）
」
を
開
催
し
ま
す
。

閉
会
後
に
は
、
交
流
会
も
予
定
し
て

お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
多

く
の
企
業
・
団
体
等
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
申
込
方
法

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

（
※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

〇
日

時

２
月
５
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
５
時
15
分
頃

〇
場

所

東
京
第
一
ホ
テ
ル
新
白
河

　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
新
白
河
駅
か
ら
徒
歩
１
分
）

〇
参
加
費

無
料
（
交
流
会
へ
の
参
加
さ
れ
る

方
の
参
加
費
は
２
，
０
０
０
円
（
税

込
）
と
な
り
ま
す
。
）

■
お
問
い
合
わ
せ

イ
ノ
ベ
構
想
参
画
促
進
セ
ミ
ナ
ー
・

Ｆ
│
Ｒ
Ｅ
Ｉ
市
町
村
座
談
会

運
営
事
務
局

☎
０
２
４
│
９
７
３
│
７
４
８
１

（
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画
仙
台
支
社

福
島
支
店
内

担
当
：
照
井
）

「
ふ
く
し
ま
の
未
来
」
を
共
有
で
き
る
セ

ミ
ナ
ー
・
座
談
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

ࢀ
Ճ
ਃ
ࠐ
͸

͜
ͪ
Β
͔
Β
˝

■
お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
57
│

５
３
１
０

͓͸ͳ͠ϧʔϜ
〇
日
時

２
月
７
日
㈮

午
前
11
時
〜

〇
対
象

ど
な
た
で
も

〇
内
容

〜
雪
の
お
話
〜

　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

͘͘͢͢ϧʔϜ
〇
日
時

２
月
18
日
㈫

午
前
10
時
〜

〇
対
象

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

雪
だ
る
ま
を
つ
く
ろ
う

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

２
月

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
教
室
案
内

１
月
の
教
室
は
、９
日
㈭
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室  

（
場
所：棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

１
月
９
日
㈭・16
日
㈭

午
後
７
時
〜

健
康
吹
矢
教
室��

※

１
月
10
日
㈮・1�
日
㈮・24
日
㈮・２
月
７
日
㈮

午
前
10
時
〜

卓
球
教
室��

※

１
月
18
日
㈯・25
日
㈯・２
月
１
日
㈯

午
前
10
時
〜

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室��（
場
所：町
立
図
書
館
）

１
月
16
日
㈭

午
後
７
時
30
分
〜

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室��

（
場
所：町
立
図
書
館
）

１
月
21
日
㈫・28
日
㈫・２
月
４
日
㈫

午
前
10
時
〜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室��

※

１
月
21
日
㈫・２
月
４
日
㈫

午
後
７
時
〜

ボ
ッ
チ
ャ
教
室��

※

１
月
15
日
㈬

午
前
10
時
〜

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室��

※

毎
週
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室��

※

１
月
23
日
㈭・30
日
㈭・２
月
６
日
㈭

午
前
10
時
〜

キ
ッ
ズ
教
室��

※

１
月
23
日
㈭・30
日
㈭・２
月
６
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室��（
場
所：町
立
図
書
館
）

１
月
1�
日
㈮・24
日
㈮・２
月
７
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜

※
場
所
は
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ

棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
33
│
３
１
６
０

倉
美
館
情
報

·
ͪ
の
࿩
୊

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

上
下
水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
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海
上
保
安
庁
は
、
海
上
に
お
け
る
事

件
・
事
故
等
の
緊
急
通
報
用
電
話
番
号

と
し
て
、
覚
え
や
す
い
３
桁
の
電
話
番

号
「
１
１
８
番
」
の
運
用
を
平
成
12
年

５
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
１
月
に
は
、
「
１

１
８
番
」
の
重
要
性
を
よ
り
多
く
の
方

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
海
の
安
全
確

保
に
資
す
る
た
め
、
毎
年
１
月
18
日
を

「
１
１
８
番
の
日
」
と
制
定
し
、
そ
の

周
知
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
報
に
関
す
る
お
願
い

次
の
よ
う
な
場
合
に
「
１
１
８
番
」

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
海
難
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、
ま
た

は
目
撃
し
た
。

〇
油
の
排
出
等
を
発
見
し
た
。

〇
不
審
な
船
を
発
見
し
た
。

〇
密
航
・
密
輸
犯
罪
等
の
情
報
を
得
た

以
上
の
場
合
に
つ
い
て
、
い
つ
、
ど

こ
で
、
な
に
が
あ
っ
た
な
ど
を
簡
潔
に

落
ち
着
い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
加
入
電
話
、
携
帯
電
話
、
船
舶

電
話
な
ど
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
い
た
ず
ら
や
虚
偽
の
通
報
な

ど
が
あ
る
と
本
来
の
緊
急
通
報
な
ど
の

妨
げ
と
な
り
、
巡
視
船
や
航
空
機
の
出

動
が
遅
れ
、
人
命
救
助
等
に
重
大
な
障

害
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

福
島
海
上
保
安
部

☎
０
２
４
６
│
５
３
│
７
１
１
２

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
・

大
学
等
へ
の
入
学
時
や
在
学
中
に
係
る

費
用
を
対
象
に
し
た
公
的
な
融
資
を
行

っ
て
い
ま
す
。
入
学
金
や
授
業
料
だ
け

で
な
く
、
教
科
書
代
や
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
に
も
利

用
で
き
ま
す
。

〇
融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り

　
　
　
　
　
３
５
０
万
円
以
内

〇
金

利

年
２
・
３
５
％
固
定
金
利

　
　
　
　
　
※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
、

　
　
　
　
　
　
年
１
・
９
５
％

　
　
　
　
　
（
令
和
６
年
11
月
１
日
現
在
）

〇
返
済
期
間

18
年
以
内

※
融
資
の
要
件
や
優
遇
制
度
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
│
０
０
８
│
６
５
６

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交

通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
て
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
、

保
険
・
共
済
制
度
で
す
。
自
動
車
損
害

賠
償
法
に
基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・

共
済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違

反
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

特
に
、
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
㏄

以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
・

軽
二
輪
自
動
車
）
は
、
有
効
期
限
切
れ
、

か
け
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
国

土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局

福
島
運
輸
支
局

☎
０
２
４
│
５
４
６
│
０
３
４
５

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
「
第
4�
回
ち
び
っ
こ
探
検
学

校
ヨ
ロ
ン
島
」
の
参
加
者
を
全
国
か
ら

募
集
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
に
近
い
南
の
島
「
ヨ
ロ
ン
島
」

の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の
中

で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
共

同
生
活
・
野
外
活
動
を
通
し
て
、
言
葉

や
習
慣
の
違
い
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
協
調
性
・

自
主
性
・
国
際
感
覚
を
養
う
良
い
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
期

間

６
泊
７
日

３
月
26
日
㈬
〜
４
月
１
日
㈫

〇
場

所

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
島

〇
定

員

日
本
人
小
学
生
１
２
０
名

　
　
　
　
　
外
国
人
小
学
生
�0
名

〇
申
込
期
日

３
月
５
日
㈬（
先
着
順
）

〇
参
加
費（
参
考
）

福
島
駅
発

18
万
円

宇
都
宮
駅
発

1�
万
６
千
円

・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み

公
益
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
│
６
８
２
５
│
３
１
３
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

１
月
18
日
は
「
１
１
８
番
の
日
」
で
す

自
賠
責
保
険・
共
済
未
加
入
で
の

運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

国
内
最
大
級
の
国
際
交
流
事
業

南
の
島
で
「
友
だ
ち
」
を
作
ろ
う

ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
͸

ɹ
ɹ
͜
ͪ
Β
͔
Β
˝

ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
͸

ɹ
ɹ
͜
ͪ
Β
͔
Β
˝

ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
͸

ɹ
ɹ
͜
ͪ
Β
͔
Β
˝
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〇
申
請
期
間

１
月
７
日
㈫
〜
31
日
㈮

〇
申
請
方
法

給
食
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

棚
倉
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
33
│
３
４
３
８

棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
を
幅
広
く
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
対
象
者

町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

○
申
込
方
法

事
務
所（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

公
益
社
団
法
人

棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33
│
７
８
３
２

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

〇
日

時

１
月
24
日
㈮
、
31
日
㈮

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時

〇
場

所

棚
倉
中
学
校
体
育
館

〇
対
象
者

町
民
お
よ
び
町
内
在
勤
者（
児
童・

生
徒
は
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

〇
申
込
期
限

１
月
1�
日
㈮

町
民
総
体
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

〇
日

時

２
月
７
日
㈮

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時

〇
場

所

棚
倉
中
学
校
体
育
館

〇
チ
ー
ム
構
成

１
チ
ー
ム
５
人
以
上
（
う
ち
女
性

２
人
以
上
）

〇
参
加
資
格

町
民
お
よ
び
町
内
在
勤
者（
18
歳
以
上
）

〇
申
込
期
限

１
月
31
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

棚
倉
町
総
合
体
育
館

☎
33
│
３
１
６
０

東
京
棚
倉
会
の
会
員
募
集
中
で
す

首
都
圏
在
住
の
棚
倉
町
出
身
者
、
棚

倉
町
ゆ
か
り
の
方
で
構
成
し
、
現
在
約

１
２
０
名
の
方
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

年
に
１
度
の
ふ
る
さ
と
訪
問
、
東
京

で
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

た
な
ぐ
ら
な
ど
の
町
の
情
報
を
毎
月
お

届
け
す
る
ほ
か
、
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の

宿
泊
料
な
ど
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

新
規
入
会
者
に
は
、
棚
倉
産
の
お
米

10
㎏
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
年
会
費

３
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

東
京
棚
倉
会
事
務
局

（
地
域
創
生
課
内
）

☎
33
│
２
１
１
２

○
募
集
住
宅

愛
宕
平
団
地
（
４
号
棟
３
階
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
戸

関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

（
平
成
12
年
建
築

中
層
耐
火
４
階
建
）

※
駐
車
場
１
台
分
有
（
料
金
は
別
途
）

小
山
下
南
団
地

２
Ｄ
Ｋ

１
戸

棚
倉
字
小
山
下
36
番
地
３

（
昭
和
48
年
建
築

簡
易
耐
火
平
屋
）

○
申
込
期
限

１
月
14
日
㈫
午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

○
入
居
の
時
期

２
月
１
日
㈯

○
そ
の
他

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

整
備
課

都
市
計
画
係

☎
33
│
２
１
１
４

令
和
７
年
度
学
校
給
食
用
食
材
等
の

物
資
納
入
業
者
登
録
申
請
に
つ
い
て

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室
・
大
会
参
加
者
募
集

募
　
　
　
集

倉
美
館
情
報

·
ͪ
の
࿩
୊

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

上
下
水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
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ΠϯϑΥϝʔγϣϯ

「一ൠࡒ団๏人�棚倉町活性化協会」では、これまでΦーストラϦアホームステイ事業や地域活性化に
を取り入れ、一体తにまͪͮくりを࢈与する֤छަྲྀ事業に取り組んできましたが、町の観光・物د
進めていくため、町内団体の「棚倉町観光協会」と「棚倉町物࢈ৼڵ会」をٵऩ合ซした「一ൠࡒ団
๏人棚倉町活性化・観光物࢈協会」を、ྩ和７年４月１日に発଍するため४උを進めています。

˞৽૊৫のΠϝʔδ

ྩ࿨̓೥̐月̍日Αり

一般財団法人 棚倉町活性化協会が変わります

୨૔町観光ڠձ
ʙ̔つのࢧ෦ʙ

Ұൠஂࡒ๏ਓ
୨૔町ੑ׆Խڠձ

Ұൠஂࡒ๏ਓ�୨૔町ੑ׆Խɾ観光物ڠ࢈ձ

୨૔町物࢈ৼڵձ

ʲҰൠஂࡒ๏ਓ�୨૔町ੑ׆Խɾ観光物ڠ࢈ձの৬һืूʳ
　৽組৫では、これまでの業຿にՃえ、町࢈೶࢈物等のւ֎へのൢ࿏֦大やインό΢ンυ（๚日
٬）対Ԡなどをੵۃతに行っていくため、正৬員の募集を行いますのでօ༷のごԠ募をお଴ͪして
おります。
ʓ࠾用予ఆਓ਺　　１໊ఔ౓（ྩ和７年４月１日࠾用予定（ࢼ用期間あり）
ʓड ݧ 資 ֨　　ᶃ高等学校ଔ業Ҏ上・ଔ業ࠐݟみの方
　　　　　　　　　ᶄ昭和44年４月２日Ҏ߱生まれの方
　　　　　　　　　ᶅӳޠೳ力（50&*$600఺、ӳڃ２ݕ　ఔ౓）
　　　　　　　　　ᶆύιίンૢ作ೳ力（8PSE�、&YDFM�等のج本తૢ作がՄೳな方）など
ʓ� ࣍ ࢼ ݧ 日　　ྩ和７年２月９日 　10ɿ00～
ʓࢼ ݧ ձ ৔　　棚倉町ཱਤॻؗ　多໨తホール４
ʓࢼ ݧ ಺ ༰　　ద性ݕ査ٴびӳจによる作จࢼ験
ʓਃ ࠐ ظ 間　　ྩ和７年１月22日 ඞண
ʓ̎ ࣍ ࢼ 験合֨者にࢼ࣍験。日時等の詳細は、１ࢼ験合֨者に対する面઀によるࢼ࣍ɹɹ１ݧ
　　　　　　　　　お知らせします。
ʓͦɹのɹଞɹɹ詳細はお問い合わせください（募集ཁ߲をお送りいたします）

˙お໰い߹ΘͤɹҰൠஂࡒ๏ਓ�୨૔町ੑ׆Խڠձɹ࠾用୲౰ɹὸ�������

広報広報
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　ਫ道管のౚ結を防ࢭするため、ෆౚખ（ਫൈખ）などでਫ道管内のਫൈきを行い、ऄޱ・ਫ道管に保
Թࡐやヒーターを取り෇けるなど、ౚ結対ࡦを行いましょう。ౚ結・ഁ྾した場合は、Լ記当൪表によ
り、工事事業者へ連བྷしてください。

ˑチέοトߪ入後のฦۚٴびަ׵は一੾できません。

※１月の工事当番表は広報たなぐら12月号をご確認ください。

ɹऀۀɹࣄ ి話൪߸ ɹऀۀɹࣄ ి話൪߸

᷂カンスイ棚倉支店 33�3315 ᷃ύルクϦΤイト 33�6236

দ本ి化設උ᷂ 33�8080 നࡔਫ道工業所 33�4561

᷃藤田ਫ道工業 33�214� ᷃ 大 野 商 店 33�2504

᷂ۚ୔૯合設උ 33�5126 藤田ݐ設工業᷂ 33�2281

᷂ ί ό Ϡ γ 33�6661 ᷂ 藤 田 組 33�3244

᷂ 田 ଜ 組 33�5�14 ਫ୩工業᷂棚倉Ӧ業所 33�2308

৿ 本 ݐ 設 ᷂ 33�4535 ᷂ਆ林ݐ設棚倉Ӧ業所 33�5�41

ϑδॅ設工業 33�4018

ொ಺ࢦఆڅਫ૷ஔऀۀࣄࣄ޻ʢ݄̎෼ʣౙٳق೔౳ਫಓमસࣄ޻౰൪ද

̎ɹɹ݄

1​ ᷂カンスイ棚倉支店 ᷃ύルクϦΤイト

2  দ本ి化設උ᷂ നࡔਫ道工業所

8​ ᷃藤田ਫ道工業 ᷃大　野　商　店

�  ᷂ۚ୔૯合設උ 藤田ݐ設工業᷂

11  ᷂ί　ό　Ϡ　γ ᷂藤　�田�　組

15​ ᷂カンスイ棚倉支店 ᷂田�　ଜ　�組

16  দ本ి化設උ᷂ ਫ୩工業᷂棚倉Ӧ業所

22​ ᷃藤田ਫ道工業 ৿　本　ݐ　設᷂

23  ᷂ۚ୔૯合設උ ᷂ਆ林ݐ設棚倉Ӧ業所

24  ᷂ί　ό　Ϡ　γ ϑ δ ॅ 設 工 業

˙͓໰͍߹Θͤ
ɹ্Լਫಓ՝ɹ্ਫಓ܎ɹὸ��ʵ����

ਫಓ؅ͷౚ݁ɾഁ྾ʹ͝஫ҙ͍ͩ͘͞
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˙町จ化ηンター�	倉ඒؗ

　開ؗ時間　ޕ前９時～ޕ後５時
（ຖि月༵日・ॕ 日は休ؗ日。˞ 月༵日がॕ日のときは火༵日も休ؗします。）
˙お問い合わせ・おਃしࠐみ
　町จ化ηンター　ὸ33��610　'"933��611

日ɹɹ時 ࣄ ۀ ໊ お Α ͼ ಺ ༰ νέοτྉۚ

３月20日 
開　場

午後４時00分
開　演

午後４時30分

શ੮ࢦఆ
前売券　6,000円
当日券　6,500円

˞６歳ະ満のࣇಐは入
　場できません。
˞前ച݊が完ചした場
合、当日݊のൢചは
ありません。

˞จ化ηンター૭ޱで
は1BZ1BZが࢖用で
きます。

%36.�5"0�����

ʮ'6563&ʯ
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Photos

。した写真をࠩし上͛ますࡌܝ
਎近な৘報がありましたら地域૑生課までお知らせくださいʂ

஍Ҭ૑ੜ՝ɹاըௐ੔܎ɹὸ�������

-FUʟTたなちΌΜਓͮ͘りܹྭۚɹʙؤுるօ͞ΜをԠԉしま͢ʙ
֤େձにग़৔したօ͞Μにܹྭۚをަ෇しましたɻ
༂をԠԉしͯいま͢ɻ׆もօ͞Μの͝ޙࠓ

ʓΦʔϧδϟύϯϕʔεϘʔϧϦʔάখ౳෦����ɹશࠃେձ
　棚倉キοζスϙーπগ年団のօさん
ʓୈ̔ճ̨̘̗গ೥ೈࣜ໺̒ٿ೥生બൈେձɹ౦๺ϒロοΫେձɹ̒೥生બൈνʔϜ
ׂ
㇏㇊ㆋ㇄㆝ㆄ㆙㆐
૵介さん　田ך

㆟ ㇄
୩༘

㇆㆚
थ
ㆌ
さん　ਆ

ㆉㆿㆪㆋ
Ӭ明
ㆀㆌㆮ㇊
యさん　高

㆟ㆉ㆕ㆉ
大ࡔ

㇄ㆾ ㆨ
和さん、Ҫ

ㆂ
ࡔ
㆕ㆉ
ߛ
ㆲ㇍
ᠳ
ㆨ
さん

ʓߴԁٶഋ̛̟̖ɹୈ��ճશ日ຊ̪ʵ��αοΧʔબखݖେձɹ౦๺େձ
橋
ㆯ㆗㇂ㆨ
本一ܚさん（棚倉中学校３年）

ʓ����̝̤̘̠̮̚ɹ̬̖ɹ̧̜̮̥̝̤̣ɹ̘̪̥
ബ
ㆄ㆙
葉
ㆰ
ٷ
㇆ ㆀ
ҁさん（棚倉中学校３年）

୨૔Ωοζεϙʔπগ೥ஂͷօさん

ɹ૵հさんךׂ ɹେ࿨さんࡔߴ Ҫࡔɹߛᠳさん

さんʢલྻӈ͔Β̍൪໨ʣܚຊɹҰڮ ബ༿ɹٷҁさんʢࣸਅࠨʣ

ా୩ɹ༘थさん ਆӬɹ໌యさん

いっけい

まちの話題

町のތりをڳにྗ૸

　第36回ࢢ町ଜ対߅福島県ॎஅӺ఻ڝ૸大会（;くしまӺ఻）が開࠵され、スタートのしらかわカター
ルスϙーπύークからΰールの福島県ி前までの�6�3ᶳを16໊のランφーでタスキをつな͗ました。
　棚倉町チームは５時間44分21ඵでΰールし、શ体では52チーム中2�Ґ、町の部では28チーム中
11Ґでした。
　当日はඇৗにؾԹの高い中、中学生や高校生など若いબ手を中৺に力強い૸りをݟせ感動をಧけて
くれました。
　બ手団のօさん、おർれさまでした。

11
17 日

月
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಺ॳ�ถでの܊ '("1ೝূ ൩ळの୨૔৓੻を͚ۦൈ͚る

　「'("1」（;くしま県("1認ূ制౓）の৽規
認定を受けた町内の近藤正人さんが報告のため、
町長室を๚れました。
　県では、県が定めたج४にैって生࢈・出ՙ
する生࢈者等による("1（೶業生࢈工ఔ管理）
を認ূしており、近藤さんは10月８日෇けで、
。内ॳとなる「ถ」での認ূを受けました܊

　さわやかなळ੖れのもと、第22回棚倉ेສੴ
Ӻ఻ڝ૸大会が棚倉৓੻において開࠵されまし
た。
　大会には町スϙーπগ年団にՃ盟するチーム
等、男女合わせて12チームが参Ճしました。બ
手は保護者やチーム関܎者の੠援をྭみに、࠷
後までタスキをつな͗ました。
　このほか、਌子マラιンも行われ、７組が参
Ճし、਌子のឺを深めました。

11
1ÿ 日

月 11
2ú 日

月

広報広報
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まちの話題

　町と佐川急便株式会社は、災害時における支援
物資の受け入れおよび配送等に関する協定を締結
しました。
　この協定により、大規模災害時に支援物資の受
け入れや配送等が困難となった場合、倉庫の提供、
支援物資の管理、避難所への配送等の支援が行わ
れます。
　このほか、12月３日には株式会社カワチ薬品
と、12月９日には株式会社薬王堂と災害協定を
締結しました。町では、これからも防災体制の強
化に努めてまいります。

　棚倉町消防団による火災予防夜警開始式が役
場南側駐車場で行われました。消防団員約80人、
消防車両26台が出動し、式では、第３分団第１
班の西牧聖治班長が夜警開始を宣誓しました。
　冬期間は火災が発生しやすい時期ですので、火
の始末を確実に行い、火災を起こさないように注
意しましょう。

災害時の迅速な物資供給へ

「火の用心」で火災ゼロへ

倉
美
館
情
報

11
27 日

月

町の観光資源を掘り起こし

　東京大学の学生５人が地域の課題について現
地調査を行い、課題解決の道筋提案を行うとい
うプログラム（東大ＦＳ）の一環で棚倉町に来
町しました。
　取り組んでいるテーマは「地域観光資源の掘
り起こし・魅力ある観光ルートの構築」です。
　８月に３日間、11月に２日間町内の観光施設
等を回り、聞き取りや体験を通して理解を深め
ました。
　今後、活動内容についての町民向け説明会を
予定しています。（詳細は広報２月号にて）

11
27 日

月

11
29 日

月

更生保護活動に貢献

　「第41回福島県更生保護大会」において、町
更生保護女性会での長年にわたる活動の功績が
認められ、小山田幸子さん（堤）（写真中央）
に東北地方更生保護女性連盟会長表彰、近藤ヒ
ロさん（大梅）（写真右）に福島保護観察所長
感謝状がそれぞれ授与され、町長に喜びを報告
しました。
　今後とも町へのご協力をお願いいたします。

11
27 日

月

まちの話題
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　満百歳の誕生日を迎えた髙林クノさん（舘ヶ
丘）と緑川タキさん（舘ヶ丘）に町と県からそれ
ぞれ賞状と記念品が、特別養護老人ホーム寿恵園
から花束が贈呈されました。
　お二人とも大正13年生まれで、髙林さんの長
寿の秘訣は「何でもよく食べること、よく働くこ
と」、緑川さんの長寿の秘訣は「好き嫌いがなく、
何でもよく食べること」だそうです。

▼髙林さん

▲緑川さん

　冬休み期間中（12月25日～１月７日）、夕方
４時前に帰宅時間をお知らせする防災行政用無線
は、高野小学校６年高橋祢

ね ね
音さんが担当していま

す。
　録音後、高橋さんは「たくさん練習して、上手
にできた」と話してくれました。

いつまでも
お元気で

おうちへ帰る時間になりました

12
５ 日

月

12
16 日

月

楽しみながら介護予防

　亀楽の会と修明高校ボランティア愛好会が共
同制作した「いきいきすごろく」の完成披露会
が町長室において行われました。すごろくは昭
和14年に発行された「棚倉町商店繫盛すごろ
く」を参考に作成され、生活面で注意すること
や、町が行う介護予防事業を紹介するイラスト、
それらの内容に合わせた健康増進につながるイ
ベントが記されており、老若男女問わず楽しめ
る工夫がされています。

12
4 日

月

12
12 日

月

日頃の活動が称えられ

　自衛隊への多くの入隊者の輩出と、自衛官募
集など、長年の自衛隊に対する協力活動が評価
され、自衛隊福島地方協力本部から感謝状が贈
呈されました。
　贈呈式では、自衛隊福島地方協力本部長の栗
木一等陸佐から感謝状の贈呈と感謝の言葉が述
べられました。

12
9 日

月

広報広報
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みんなのひろば

˞ʮ͓ΊͰͨŉɾň͓͘΍Έʯʹ͍ͭͯɺࡌܝΛر๬
͞Εͳ͍৔߹͸ɺ஍Ҭ૑ੜ՝ɹاըௐ੔܎ïὸ��
ʵ����ʣまͰ͓ਃ͠ग़͍ͩ͘͞ɻ

おめでた（11月中の届け出）

྆਌の໊ ग़ੜࣇ ॅ���ॴ

٠஑　३ଠ・Ղ子 　ᓄ　（か　い）関　ޱ
ബ葉　྄ଠ・恵子 ૗　介（そうすけ） 堤

おくやみ（11月中の届け出）

๢͘ͳͬͨํ ೥ྸ ॅ���ॴ ๢͘ͳͬͨํ ೥ྸ ॅ���ॴ

佐川　ར༤ �8 山本 増子　恵子 68 ٶ Լ
大ށトϞ子 86 舘έ丘 ℮প　　好 �1 ୋঊ町
藤田　෋ࢬ 8� 南 町 ધ山　　༐ 8� ৽ 町
ۚᖒϛπϭ �� 中ډ野 ٠地　࢙子 65 関 ޱ
川࡚タέノ 82 関 ޱ ཛྷ長ॏ࿠ेޒ 81 ࣉ 山
近藤　஧和 �8 ށ 中 栗ݪ　正子 8� 関 ޱ
トϛ　　ݪ �� 関 ޱ 西牧　ಪ༤ 81 関 ޱ

　明けましておめでとうございます。昨年は取材や撮影にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。今年は巳年とい
うことで、実り多き１年になるように頑張りたいと思います。今年もどうぞよろしくお願いいたします。（大竹）

ฤूهޙ

人の動き 令和６年12月１日現在

人口　12,802人（－10人）　世帯数　5,105世帯（＋５世帯）　男性　6,316人（－８人）　女性　6,486人（－２人）

米寿を迎えました

佐藤　和子さん
（関　口）

昭和11年12月９日生

原　　清子さん
（仁公儀）

昭和11年12月９日生

和知　初枝さん
（逆　川）

昭和11年12月23日生

金澤トキ子さん
（清戸作）

昭和11年12月13日生

鈴木　和子さん
（丸　内）

昭和11年12月27日生

小林　民子さん
（一　色）

昭和11年12月22日生
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修　明　高　校　通　信 －Vol.16－

Πϯλʔϯγοϓʢबۀମݧʣをߦいました
　ྩ和６年11月６日 ～８日 の３日間、２年生12�໊ が、社会人として大੾なことを学び、ক来の進
࿏を考えるという໨తのもと、東ന川܊を中৺とした約50の事業所でインターンγοプを行いました。
৬छによって生ెの感૝は༷ʑでしたが、「働くことの大มさが分かった」「ίϛϡχέーγϣンのॏ
ཁ性を実感した」など、実習前と後では考え方に大きなม化があったようです。これから自分の進࿏を
決める時期になりますので、このܦ験を大いに生かしてཉしいとࢥいます。
。験をさせていただいた事業所のօ༷にվめて感謝ਃし上͛ます。ありがとうご͟いましたܦॏなو　

౦ژୈҰϗςϧ େಉ৴߸ࣜגձࣾ ᷃໼ࣗࡇಈं੔උ޻৔

Πϯλʔϯγοϓの༷ࢠ

໿̔ϲ月間の೚຿の຤帰ؐ 光りً͘੺ؗެԂ

　４月からೳొ൒島のඃ災地、ੴ川県चऱࢢの
支援のために೿ݣしていた棚倉町のトイϨト
Ϩーラーが帰ؐしました。
　現地では、߽Ӎ災害にもݟ෣われ、当ॳの೿
期間をԆ長して約８ϱ月間、ඃ災者の避難所ݣ
生活を支えました。この間、Ԇべ�
8�0人、２ສ
5
1�0回のར用がありました。ඃ災された方ʑか
らは、「ありがとう」、「ॿかりました」など、
感謝の言葉をいただきました。
　今後も、災害Ԡ援協定のྠをશࠃに広͛、広
域తな支援体制の構築を໨ࢦしてまいります。

　棚倉町観光協会੺ؗ支部による੺ؗެ園イル
ϛωーγϣン఺౮式が行われました。このイル
ϛωーγϣンは、観光事業の一環として実施さ
れ、今回がॳめてとなります。
山を૑る会理事をは͡めとすݟ川町長、花ٶ　
る関܎団体のօ༷によりスイοチが入れられる
と、༷ʑな૷০に光が౮り、ެ園内は՚やかな
งғؾにแまれました。
　イルϛωーγϣンは今月31日までの期間、ຖ
日ޕ後５時～10時までの間、఺౮しています。

まちの話題

12
1ú 日

月12
6 日

月
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11月の健診でむし歯がなかった皆さんです。１月号、２月号、３月号の３回で紹介します。
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広
報

〒963－6192
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地

TEL 0247－
33－

2112　
FAX 0247－

33－
3715

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

む し 歯 の な い 子

これからも歯みがき
がんばろうね。

いながき　なお ちゃん
毎日仕上げ磨きまで
頑張ってます。

たるいし　なの ちゃん
いちごあじの歯みが
き粉がおきにいり！

たなべ　ぜん くん
毎日歯みがきがん
ばってます！

おかだ　るき くん
いつもおねえちゃん
とみがいています。

つむらや　そうた くん

令和６年度福島特定原子力施設地域振興交付金事業

江戸幕府奥羽政策要衝の地 棚倉城の魅力

棚倉町立図書館
多目的ホール

令和７年

１月１７日
金

日 時

会 場

歴史講演会歴史講演会

主 催  棚倉城築城４００年記念プロジェクト事業実行委員会 棚倉町役場 地域創生課 歴史観光係
TEL 0247ｰ33ｰ2112

お問い
合わせ

撮影：芳賀 元昌

演　題

15：30～
先着
100名定 員 名

無 料無 料無 料
参加料

来場者
プレゼント

者
ト

築城400年記念クリアファイル
2

棚倉歴史
観光続本

1

（歴史マガジン「歴史人」監修）

来場

復
・
活

世
出
の

ワ
パ

ス
ポ
ト
！？

講　師

北野 博司
・東北芸術工科大学
　名誉教授
・東北芸術工科大学
　文化財保存修復研究センター長

氏




